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オーストリアはオイシイ！
アルプスの牧畜文化とハプスブルク帝国の多民族文化。
その出会いが、オーストリア料理の豊かな個性を形づくりました。

ザルツブルク州レオガングの
ホテル・クララーホーフ
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オーストリアは、3,000m級のアル
プスからドナウ川、さらには東の
パンノニア平原に至るまで、すばら
しい自然景観に溢れています。こ
れら絶景の他にも、この国の特徴
の源となっている見どころや歴史、
興味深い物語、美食は枚挙にいと
まがありません。
しかしながら、いかにアルプスが
感動的でも、いかに湖水が透明で
も、いかに町が美しくても、結局
のところ、オーストリアを特別で素
晴らしい国にしているのは、そこ

に住む人々であるというのは間違
いありません。オーストリア人が
ユニークで、居心地の良い生活を
送っていることや、個性的で独特
なユーモアを持っていることはよ
く知られています。皆様もこの国
を訪れ、オーストリアならではの
Lebensgefühl（オーストリア流人
生の愉しみ方）にぜひ触れてみて
ください。

オーストリア大使館観光部

©
 Ö

st
er

re
ic

h 
W

er
bu

ng
/ L

in
da

 S
ch

ae
ffl

er

オーストリアの食文化の歴史は、
アルプスの山岳牧畜と帝国都市ウ
ィーンを源流に、時代とともに多
様に発展してきました。
中世にはすでに、アルプスの山岳
地帯で夏季に高地へ移動して乳
製品をつくる移牧が行われ、燻製
や塩漬けなどの保存技術が発展
しました。塩とバターを練った発
酵生地の揚げパン「キアヒル」は、
こうした厳しい気候と狩猟・牧畜
文化から生まれた、チロル地方に
伝わる郷土料理です。

続くハプスブルク帝国時代は、多
民族の食文化が融合した時代と
いえるでしょう。
中央ヨーロッパ全域を統治した帝
国では、ハンガリー、ボヘミア、イ
タリアなど各地の料理文化がウィ
ーンに集まり、現在のオーストリア
料理の基盤が築かれました。
ハンガリー由来のピリ辛煮込み
「グーラッシュ」は、肉と玉ねぎを
たっぷり使い、パプリカで風味を
付けたスープ／シチューで、帝国

の東部領域から伝わりました。特
に肉とザウワークラウトを煮込む
「セゲディナー・グーラッシュ」は、
オーストリア流にアレンジされた
代表例です。
薄く焼いたクレープ生地にジャム
やチョコレート、カスタードを包ん
だ「パラチンケン」もまた、帝国領
内のチェコやハンガリー、南チロ
ルなどの菓子文化と融合し、ウィ
ーンを中心に広まりました。
宮廷料理の代表格が「ターフェル
シュピッツ」です。牛肉を根菜やハ
ーブとともにじっくり煮込む料理で、
マリア・テレジア時代から皇室で
愛された「おもてなし料理」の定番。
肉の旨味が溶け出したスープも一
緒に提供されます。
薄く伸ばした仔牛肉に小麦粉・卵・
パン粉をつけて揚げたカツレツ料
理「ウィーナー・シュニッツェル」は、
イタリアのコトレッタをヒントに宮
廷で洗練され、やがて庶民にも広
まったと言われます。

P. 35
ザルツブルクについて
ザルツブルクの見どころ
ザルツブルク市街地図
ザルツブルクの郊外へ

P. 28
ウィーンについて
ウィーンの見どころ
ウィーン市街地図
ウィーンの郊外へ

P. 3
オーストリアについて
オーストリアの食文化や芸術、
自然、地理などをご紹介

P. 40
グラーツについて
グラーツの見どころ
グラーツ市街地図
グラーツの郊外へ

P. 44
インスブルックについて
インスブルックの見どころ
インスブルック市街地図

インフォメーション
旅に役立つ基本情報

P. 47

オーストリア・ポケットガイド オーストリア
について

発行：オーストリア大使館観光部  Austria Tourism
編集＆デザイン：株式会社東美　 発行日：2026年4月 

記載内容は変更されることがあります。
施設のオープン状況、イベントの開催については各ウェブサイトでご確認ください。

この製品はFSC®認証材および管理原材料から作られています。
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オーストリアの
カフェ文化
ウィーンのカフェは芸術家たちの居間。
コーヒーとケーキ以上のものを提供する
ユニークな文化を持つ空間です。

さらに、薄く伸ばした生地でリンゴ
やレーズン、シナモンを包んで焼き
上げる「アプフェルシュトゥルーデ
ル」も、オスマン帝国圏の菓子文
化の影響を受けながらウィーンで
発展した代表的な菓子です。

19～20世紀にかけて、ウィーンの
宮廷料理と大衆料理の二極化が
始まります。
首都ウィーンでは、最高の食材と
腕を持つ料理人が作る宮廷料理
が発達する一方、庶民の食卓には
シンプルな「ウィーナー・キュッヒ
ェ」が根付きました。ウィーナー・
キュッヒェは直訳すると「ウィーン
料理（ウィーンの台所）」を意味しま
すが、伝統と革新を併せ持つ、ウィ
ーンを象徴する食文化を表現する
言葉です。
グーラッシュやターフェルシュピッ
ツ、ウィーナー・シュニッツェルな
どは、この時代に大衆向けの料理
として広く定着しました。また、ザ
ッハートルテ、パラチンケン、アプ

フェルシュトゥルーデルなどのス
イーツはカフェ文化とも結びつき、
「ウィーンの味」として世界に広ま
りました。

そして現代は、地域色と高級グル
メが共存する時代です。
今日のオーストリア料理は、地域
の生産者と密接に連携する「スロ
ーフード」や、地元食材を重視する
質の高い美食が注目されています。
同時に、伝統的なホイリゲや山小
屋の郷土料理も観光資源として
大切に受け継がれています。
こうしてオーストリアの食文化は、
アルプスの素朴な保存食から多
彩な帝国宮廷料理を経て、さらに
現代の地域連携型ガストロノミー
へと連綿と受け継がれ、現在も新
たな発展を続けています。

カフェは全国にありますが、なか
でもウィーンのカフェ文化はユネ
スコ無形文化遺産に登録されて
いるほど有名です。その歴史は17
世紀末、オスマン帝国軍による第
二次ウィーン包囲の頃に遡ると言
われています。伝統的なカフェの
特徴は、大理石のテーブル、トー
ネットの曲木椅子、ボックス席、木
製の新聞ホルダー、そしてプロフェ
ッショナルなスタッフ。数十種類に
も及ぶコーヒーと四季折々のケー
キはもちろん、食事も楽しめます。
コーヒー一杯で長い時間を過ごし
てもよいのが、ウィーンのカフェの
魅力です。

ジークムント・フロイト、アンディ・
ウォーホル、グスタフ・クリムト、オ
スカー・ココシュカなど多くの芸術
家や知識人が、ウィーンのカフェで
数え切れないほどの時間を過ごし
ました。人々はここで新聞を読み、
チェスやカード、ビリヤードを楽し
みながら、世界のニュースや自分
たちの考えについて語り合いまし

た。カフェはまさに「第二の居間」
として利用されてきたのです。

ウィーンはカフェ文化の中心地で
すが、オーストリア各地にも魅力
的なカフェがあります。ザルツブル
クのカフェ・トマセッリは、この国で
最も古いカフェの一つで、1700年
頃に始まったといわれます。地元
出身のモーツァルトが通った店と
しても有名です。リンツ中心部の
カフェ・トラクセルマイヤーは、オ
ットー・ワーグナーの弟子が設計
した優雅なカフェ。グラーツのム
ーア川沿いのカフェ・ヴァイツァー、
インスブルックのカフェ・ツェントラ
ルでも、それぞれ特色あるコーヒ
ーが味わえます。

近年はモダンなカフェバーやサー
ドウェーブ系の店も増え、オースト
リアのカフェ文化は新しい魅力を
加えながら発展を続けています。
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オーストリア・ポケットガイド オーストリア
について

ウィーンのカフェ・シュペール

ターフェルシュピッツ

ザルツブルク州フォルト・クニーパスの
スローフードコミュニティ
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オーガニック先進国の
ファーマーズ・マーケット
オーストリアのオーガニック食材は国際的にも高く評価され、
各地のファーマーズ・マーケットでも気軽に手に入ります。

テルのカフェで提供されるように
なります。このホテル・ザッハーは、
ウィーン国立歌劇場の隣に建つ5
つ星ホテルで、創業150周年にも
なります。

現在、ザッハートルテにはホテル・
ザッハーの「オリジナル・ザッハー
トルテ」と、老舗菓子店デーメルの
「ザッハートルテ」があります。宮
廷御用達のデーメルが販売権を
得たことをきっかけに両者は長年
争い、この「ザッハートルテ戦争」 
と呼ばれる裁判の末、ホテル・ザッ
ハーのみが「オリジナル」を名乗る
ことになりました。スポンジの間
にアプリコットジャムを挟むかどう
かなど、レシピに違いはあります
が、どちらも個性があり、ウィーン
を代表する味として親しまれてい
ます。

帝国時代以来、オーストリアでは
デザートはメインディッシュと同じ
くらい重要な存在です。ウィーナ
ー・シュニッツェル、ターフェルシュ
ピッツやケーゼシュペッツレと並
び、食文化の大切な一部とされて
います。カイザーシュマレンやマリ
レンクネーデルのように、デザート
がメイン料理として供されること
もあります。そんな数多くの菓子
の中でも、世界的に知られる代表
格が「ザッハートルテ」です。

1832年のウィーン。宰相メッテル
ニヒの宮廷で料理長が急病に倒
れ、晩餐のデザートが用意できな
くなりました。そこで名乗り出たの
が、見習い菓子職人フランツ・ザッ
ハー。彼は小麦粉、バター、砂糖、
卵、チョコレートを使って濃厚な生
地を焼き上げ、中央にアプリコット
ジャムを挟み、表面を香り高いチョ
コレートで覆ったケーキを完成さ
せます。このシンプルながら贅沢
なケーキは宮廷の客人を魅了し、
やがて世界的な名声を得ることに
なりました。

1876年、フランツの次男エドゥア
ルト・ザッハーがホテル・ザッハ
ーを開業すると、このケーキはホ ©
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国土の13％が耕地で、そのうち約
10％の農家が有機農業に従事す
るオーストリアは、国際的に見て
もオーガニックの先進国です。消
費者はより健康的で美味しい食
事を楽しめ、生産者にとっても安
定した経営と収入につながります。
有機栽培由来の製品を示す「ビオ
（BIO）」は、厳しい基準を満たし
た高品質の証。大手スーパーマー
ケットでもビオ製品が豊富に並び、
オーストリアはヨーロッパでもトッ
プクラスのビオ生産国として知ら
れています。

例えば、オーバーエステライヒ州
のシュリアバッハ女子修道院で作
られるチーズは、オーガニック製
品の代表格として知られています。
また同州北部では、ライ麦と天然
サワードウ（発酵生地）を使った大
きな長丸パン「マウラッハ・シュト
ゥルッツェン」が名物です。
さらにオーストリアのワイン生産
地では、化学肥料や農薬を使わな
いオーガニック栽培のブドウ農家
も多く、ここで造られるワインの硫
黄含有量は法定基準の三分の一

以下。安心して味わえるワインと
して人気です。

オーストリアのファーマーズ・マー
ケット（地元直売市）は、すべてが
ビオ製品というわけではありませ
んが、地元産の新鮮な果物や野
菜、乳製品、手工芸品などを気軽
に購入できる人気スポットです。ジ
ャム作りやチーズテイスティングな
どのワークショップが行われるこ
ともあり、地元文化に触れながら
食材選びができる貴重な場所。旅
行の際にはぜひ立ち寄ってみてく
ださい。
マーケットでぜひ手に入れたいオ
ススメは、ミネラル豊富でフルーテ
ィーなハチミツ、季節の果実を使
ったマーマレード、素朴な味わい
のライ麦パンやクルミパン、「黒い
黄金」と呼ばれるシュタイヤマルク
州のパンプキンシードオイル、チロ
ル地方の伝統チーズなど。
どれも“生産者の顔が見える”安
心・安全な逸品。ぜひファーマー
ズ・マーケットを訪れて、旬の味覚
とともにオーストリアの食文化を
体験してみてください。

甘い芸術ザッハートルテ
ウィーン生まれのチョコレートケーキ、ザッハートルテ。
その誕生には宮廷の逸話と名店の物語があります。

オーストリア・ポケットガイド オーストリア
について

オリジナル・ザッハートルテ

ホテル・ザッハー・ウィーンの
サロン・ザッハー

グラーツのファーマーズ・マーケット
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オーストリアで
“食の愉しみ”を満喫する
人生を謳歌することに長けたオーストリア人の
お気に入りスポットをご紹介します。
また、様々な文化を融合させたオーストリア料理を
いくつかご紹介しましょう。

ぜひ足を運びたい
食のスポットいろいろ

ワイン居酒屋「ホイリゲ」：
ワイン農家が経営する居酒屋「ホ
イリゲ」は、元々「今年の」を意味
する言葉で、新酒のワインを聖マ
ルティン祭の日（11月11日）に解
禁したことが由来です。ブドウ畑を
眺めながら、自家製ワインと一緒
に家庭料理を味わえます。特に野
外テラスが開放される時期は快適
そのもの。この歴史あるウィーン
のホイリゲ文化は2019年、オース
トリアのユネスコ無形文化遺産に
登録されました。
ホイリゲでの食べ物はウィーナ
ー・シュニッツェルなどの温かい肉
料理や、チーズや自家製ハム、ソ
ーセージやバーベキュー、サラダ
などがあり、ビュッフェ・コーナー
のセルフサービスで買ってくる形

式のところもあれば、普通のレス
トランのように注文して運んでも
らうところもあります。白ワインを
ソーダやミネラルウォーターで割っ
た「ゲシュプリッツター」も、軽くて
爽やかな味わいで人気です。
ホイリゲは、ウィーンやニーダー
エステライヒ州、ブルゲンランド州、
シュタイヤマルク州のワイン生産
地にあります。

地元の居酒屋「バイスル」：
オーストリア人には3つの拠りどこ
ろがあります。それはホイリゲとカ
フェ、そして昔ながらの居酒屋「バ
イスル」です。典型的なバイスルの
設えは、木製バーカウンターと壁
の羽目板、そして手書きメニュー
の黒板です。ウィーナー・シュニッ
ツェルやクネーデル（団子）、グー
ラッシュといった温かい家庭料理
や、パラチンケンやカイザーシュマ
レンといったデザートなど、純粋
なオーストリアの伝統料理を提供
しています。ビールや地元ワインと
ともに気軽に食事ができる庶民的
な店で、常連客が集う“シュタムテ
ィッシュ（常連席）”が置かれてい
ることもあります。ランチメニュー
がある店が多く、ウィーンをはじめ
全国にあります。

ソーセージスタンド
「ヴュルステルシュタント」：
広場や停留所など、人の集まる場
所にある屋台。マスタードを添え
たソーセージとパンを、立ったまま
気軽に頬張るのが定番です。特に
おすすめは、チーズ入りソーセー
ジ「ケーゼクライナー」。そのレシ
ピはスロヴェニアに由来しますが、
溶けるチーズを加えたスタイルは

オーストリア発祥で、今では代表
的なソウルフードとなっています。
日本ではあまり見かけない「レバ
ーケーゼ」（肉と香味野菜を練り、
四角く成形して焼き上げた料理）
をパンに挟んだレバーケーゼセン
メルもぜひ試してみたい一品です。
ビールなどの飲み物も用意されて
います。
夜遅くまで営業する店も多く、コン
サートやオペラの帰りに立ち寄る
人の姿もよく見られます。全国に
ありますが、特にウィーンのものが
有名です。2024年に、オーストリ
アのユネスコ無形文化遺産に登
録されました。

この他、人気の美食スポットはま
だまだあります。カフェは5ペー
ジ、ケラーガッセとシャニガルテン
（ビアガーデン）は12ページ、山小
屋「アルムヒュッテ」は13ページ
をご参照ください。
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オーストリア・ポケットガイド オーストリア
について

ブルゲンランド州のホイリゲ

ヴュルステルシュタントの店内

伝統的なウィーンのホイリゲ
マイヤー・アム・プファールプラッツ

ケルンテン州のホイリゲ
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イチ押し
オーストリア料理

ウィーナー・シュニッツェル：
ヴェネツィアに端を発する、仔牛
肉や豚肉を薄く伸ばしたウィーン
風カツレツ。一説には1857年頃、
有名な帝国軍指揮官ラデツキー
によりオーストリアに持ち込まれ
た、と伝えられています。どちらに
せよ、皇帝時代のオーストリアで、
この料理が今日のシュニッツェル
のスタイルとして完成され、「これ
ぞ絶品料理」として有名になった
のです。ビールによく合います。

リンツァートルテ：
リンツ発祥の伝統菓子は、世界最
古のレシピを持つ焼き菓子のひと
つで、文献に初めて登場したのは
1653年でした。ナッツの香ばしい
生地に甘酸っぱいラズベリージャ
ムを合わせた、格子模様のリンツ
ァートルテを有名にしたのは、フラ
ンケン地方出身のヨハン・コンラー
ト・フォーゲルでした。彼は1822
年にリンツの菓子工房で働き始め、
リンツァートルテを一種の大量生

産で製造することを始め、お土産
品として定着させることに成功し
ました。

マリレンクネーデル
（アンズの団子）：
マリレンクネーデルは、ドナウ川地
域ヴァッハウ渓谷の真髄であり、ま
た、オーストリア人のオープンさ
を表しています。つまり、このマリ
レンクネーデルは、中国のフルー
ツ（アンズ）とインド洋の植物（砂
糖）とボヘミアの調理法（団子）か
らできているのです。そのうえ、「ヴ
ァッハウ渓谷産アンズ」はヨーロッ
パレベルでその品質が保証されて
おり、アンズの最高品質に位置付
けられています。

マスのフィレ 森のキノコ添え：
大きなマスは、水深が深くて酸素
の多い湖を棲家としており、国境
は行く手を阻むものではありませ
んでした。マスは、北ロシア、スカ
ンジナヴィア、バルト三国、そして
オーストリアの湖などに生息して
おり、真の意味でグローバルに生
息している魚類といえるでしょう。
かつてケルンテン州のヴァイセン
ゼー湖とミルシュテッターゼー湖
では、湖の主な生息種でした。オ
ーストリアのグルメはマスを好み、
「マスのフィレ 森のキノコ添え」は
オーストリアのどこでも食べられ
る料理です。

カイザーシュマレン：
オーストリア＝ハンガリー二重帝
国は、多くの民族が双頭の鷲の下
に統一されていました。皇帝フラ
ンツ・ヨーゼフ1世は、非常に質素
なものを好み、郷土のものに愛着
がありました。皇帝は卵、小麦粉、
牛乳、砂糖少々から作る柔らかい
カイザーシュマレンのような簡単
な生地の料理を好んで食しました。
しかしこの料理が、単に失敗して
崩れてしまったオムレツにルーツ
を持つのか、カーザー（酪農家）が
食卓に出していた栄養満点の軽
食が元となっているのか、未だに
はっきりしていません。©
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Googleマップ
「オーストリアのオススメ」リスト

地図アプリ「Googleマップ」にオススメ
スポットを集めたリストを作成しまし
た。AIにより情報がリアルタイム更新
されるので、経路検索や、施設の営業
状況の確認もできます。
旅行計画や現地での街
歩きにお役立てください。

オーストリア・ポケットガイド オーストリア
についてウィーナー・シュニッツェル

マスのフィレ 森のキノコ添え

マリレンクネーデル

カイザーシュマレン
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アルプスの展望レストランと
山小屋料理の楽しみ方
山のパノラマを眺め、自然にふれあいながら、
忘れられない食の思い出を作りましょう。

そんなビールを楽しむのにオス
スメなのがビアガーデン。特にザ
ルツブルク周辺に多く見られます。
夏になるとレストランやカフェのテ
ラス席が賑わい、ウィーンではこ
れを「シャニガルテン」と呼びます。
ビールのほか、ニワトコの花のシ
ロップで作るホルンダーブルーテ
ンジュースや、白ワインを水で割っ
たゲシュプリッツターも人気です。

シュナップス

アルコール度数の高い蒸留酒シュ
ナップス。オーストリアではアンズ、
洋梨、スモモ、ラズベリーなどの果
実を使ったものが一般的で、松ぼ
っくりをスピリッツに漬けたユニー
クなものもあります。
地域ごとに特色があり、チロル州
では香り高い果実ブランデー、シ
ュタイヤマルク州では火山地帯の
果実を使ったものが有名。ザルツ
ブルク州では森のアロマを感じる
蒸留酒が造られ、果実栽培が盛ん
なオーバーエステライヒ州では自
家果樹園のフルーツを使ったシュ
ナップスが作られています。お土
産にもオススメです。

ワイン

ここ20～30年で、オーストリア・
ワインは着実に進化してきました。
その結果、ニーダーエステライヒ
州のグリューナー・フェルトリーナ
ー、シュタイヤマルク州のソーヴィ
ニヨン・ブラン、ブルゲンランド州
のブラウフレンキッシュは、東京や
ニューヨークなど海外の主要都市
でも高い評価を得ています。
レストランやバイスルで味わうの
はもちろん、ワイン生産地を訪ね
るのもオススメ。夏には、ワイン貯
蔵庫（ケラー）が並ぶ小路「ケラー
ガッセ」を中心にワイン祭りが開か
れ、各ケラーを巡りながら醸造家
自慢のワインと料理を楽しめます。
ワイン祭りは各地で行われますが、
特にニーダーエステライヒ州が有
名です。

ビール

オーストリアは、一人当たりの年
間ビール消費量が世界第二位を
誇るビール大国。何世紀にもわた
る醸造技術によって、伝統的で質
の高い味わいのビールが造られて
います。

オーストリアには、卓越した料理
や上質な飲み物に加え、食事その
ものを特別な体験に変えるユニー
クなロケーションがあります。例え
ば、雪や氷で作ったイグルー・バ
ーでカクテルを楽しむ、ウィーンの
大観覧車のゴンドラで食事をする、
伝統的な木造船に乗って湖上で
新鮮な魚料理を味わうなど。なか
でもアルプス山頂のレストランや
山小屋では、雄大な峰々を望みな
がら開放感あふれる食の時間を楽
しめます。

スキーはもちろん、ハイキングやケ
ーブルカーで山に登れば、山頂の
レストランやバー、山小屋、パノラ
マテラスなどで、その地方ならで
はの料理を味わうことができます。
チロル州のピッツタール氷河にあ
る「カフェ3440」やセルデンの「ア
イスQ」、ザルツブルク州キッツシ
ュタインホルンの「ギプフェル・レス
トラン」、オーバーエステライヒ州
バート・イッシュルの「シリウスコー
ゲル」など、絶景と美食を楽しめる
山頂レストランが各地にあります。

アルプスの牧草地（アルム）に建
つ山小屋での食事もおすすめです。
アルムの山小屋はもともと夏の放
牧期に酪農従事者が暮らした小
屋ですが、現在は多くがレストラン
として利用されています。ハイキン
グの途中に立ち寄り、景色を眺め
ながら素朴な料理でひと休みする
のは、アルプス旅行の大きな楽し
みのひとつです。

素朴な木造ヒュッテでは、温かな
もてなしとともに、手作り料理や
サワー種の黒パンが味わえます。
定番は「ブレットルヤウゼ」。ハム
やベーコン、チーズ、野菜などを
木の板に盛り合わせたボリューム
満点の一皿で、冷えたビールやワ
インによく合います。こうした山小
屋はフォアアールベルク州、チロ
ル州、ザルツブルク州など、オース
トリア西部のアルプス地方のハイ
キングコース沿いに多く点在して
いますが、その他の地域にもあり
ます。
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オーストリア
について

ピッツタール氷河のカフェ 3440

オーストリアの
ワイン・ビール・シュナップス
オーストリアはワインもビールも蒸留酒も魅力的。
土地の個性が光る酒文化を味わいましょう。

ウィーン、ベルヴェデーレ庭園隣接のビアガーデン

オーストリア・ポケットガイド
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芸術の国 オーストリア
オーストリアは長い歴史を通じて音楽と美術の保護を
旗印に掲げ、他国ではほとんど例がないほどの
資金と労力を注いできました。
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オーストリアの音楽

ヨーロッパの中心に位置するオー
ストリアは、古来より様々な文化
が交錯し、豊かな文化と歴史を育
んできました。中でも「音楽」は、こ
の国を紹介する上で最も重要な
代名詞です。世界的に名高いウィ
ーン国立歌劇場、ウィーン・フィル
ハーモニー管弦楽団、ウィーン少
年合唱団、ウィーン・フォルクスオ
ーパーなどは、オーストリアの文
化使節としても活躍しています。
オーストリアの音楽史上「ウィーン
古典派」は、偉大な文化遺産の一
つに数えられます。そのウィーン古

典派は、ハイドンに始まり、モーツ
ァルト、ベートーヴェン、シューベ
ルトが含まれます。ロマン派を代
表するのは、ブラームス、ヴォルフ、
ブルックナー、マーラーです。
ヨハン・シュトラウスとフランツ・
レハールはオペレッタの分野で名
を馳せ、そして、シュランメル兄弟
の音楽は、ウィーンのワイン居酒屋
「ホイリゲ」と切っても切れない関
係にあります。
毎年各地で開催される数多くの音
楽祭や芸術祭には、世界中から音
楽ファンが集います。詳しい情報
は20～21ページに掲載していま
すので、ご覧ください。
また、ウィーン・フィルのニューイヤ
ーコンサートとシェーンブルン宮
殿庭園での夏のコンサートは毎年、
世界中に中継・放映され、音楽フ
ァンを楽しませてくれます。

オーストリアの
美術コレクション

帝国の時代、ハプスブルク家の
人々は芸術品収集に情熱を傾け、
幾世紀にわたり世界中から数多く
の絵画や美術品の名作が集めら
れました。現在、オーストリア全
国にはルーベンスやブリューゲル、
ベラスケスなど古典の大家から新
進の現代芸術家までの作品を擁
する約1,000の美術館・博物館が
あります。特に人気の高い世紀末
芸術の「ユーゲントシュティール」
様式を代表するグスタフ・クリムト
や表現主義様式のエゴン・シーレ、
オスカー・ココシュカの絵画は、世
界的な名声を博しています。

オーストリアのデザイン

百数十年も前から受け継がれて
いる職人たちの手仕事を現代に
再現した「ウィーン・プロダクツ」
認定企業の製品をはじめ、オース
トリア発のアクセサリーやファッシ
ョンが世界的に注目されています。
特に、豊かな文化遺産と若く活力
あるクリエイティブシーンの両面
を持つウィーンは、まさにクリエイ
ティブ業界の中心地です。また、全
国にあるカフェやレストラン、ホテ
ルなどでも、オーストリア独自のデ
ザインを感じることができます。

オーストリアならではの逸品

アクセサリーをお求めなら、日本
でも人気の高い「スワロフスキー」
のショップを訪れてみてください。
ヴァッテンスの本社に隣接するク
リスタルワールドの他、インスブル
ック、ザルツブルク、ウィーンやウィ
ーン空港にショップがあります。
伝統的な品物なら、高級磁器セッ
トの代名詞「アウガルテン」、美し
いクリスタルガラス製品の「ロブマ
イヤー」、テーブルウェアやリネン
のお店「シュヴェービッシェ・ユン
グフラウ」、ユーゲントシュティー
ルの美術工芸品やウィーン・プロ
ダクツ商品を扱う「オーストリア工
房」、歴史的なデザインによる家具
やインテリアを生産する「フリード
リッヒ＝オットー・シュミット」など。
ウィーンのファッションでは、バラ
エティー豊かな帽子店「ミュール
バウアー」、民族衣装に現代的な
エレメントを加えた「レナ・ホシェ
ック」、時代を超越したファッショ
ンを展開する「ピア・ミア」、アイウ
ェアのお店「シャウシャウ・ブリレ」
などが人気です。
ウィーンでちょっとした小物をお探
しなら、ナチュラルコスメティック
スの「セントチャールズ・コスモテ
カリー」、モダンなハンドメイド陶
器の「マノ・デザイン」、雑貨店「ア
ンナ・シュタイン」など。
地域の伝統工芸品では、かわいい
花柄や渦巻き模様のグムンデン陶
器、美しい民族衣装のディアンドル
や厚手のウールジャケットのヴァ
ルクヤンカー、レーダーホーゼン
などもオススメです。

オーストリア・ポケットガイド オーストリア
について

ザルツブルクのアートプロジェクト
エルヴィン・ヴルムによる
《グルケン（きゅうり）》

アウガルテン磁器

ウィーン少年合唱団
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世紀末を駆け抜けた
クリムトとシーレ
クリムトの代表作『接吻』はベルヴェデーレ宮殿、
シーレの作品はレオポルド美術館で主に見ることができます。

偉大な音楽家
モーツァルト、ベートーヴェン、シューベルト、
ブルックナー、ヨハン・シュトラウス2世
音楽を抜きにしてオーストリアは語れません。
オーストリアゆかりの5人の偉大な音楽家をご存知ですか？
世界中の人々を魅了する音楽の国オーストリアへお出かけください。

19世紀末に興ったアール・ヌーヴ
ォーは、オーストリアでは「ユーゲ
ントシュティール」と呼ばれていま
す。「時代にはその芸術を、芸術に
はその自由を」をモットーに、19
世紀末のウィーンにはグスタフ・ク
リムトを筆頭に、エゴン・シーレ、オ
ットー・ワーグナーのほか偉大な
芸術家たちが登場しました。
オーストリアを代表する画家グス
タフ・クリムトは、1880年代初頭、
弟のエルンストと友人フランツ・マ
ッチュの3人で芸術家商会「キュン
ストラーカンパニー」を設立し、オ
ーストリア＝ハンガリー帝国全土
にわたる数多くの建物の壁画と天
井画の制作を委託されます。その
後、保守的な美術家協会を脱退
し、「セセッシオン（分離派）」の名
のもとに、新しい芸術家グループ
を結成。また、才能溢れる若き芸
術家たちの後援者として確固たる
地位を築きます。
いまもクリムトが手掛けた歴史主
義時代の壁画は、ブルク劇場や美
術史博物館の階段ホールなどで
見ることができます。代表作の『接
吻』や『死と生』、分離派会館の壁
画『ベートーヴェン・フリース』は
世界中の人々に親しまれています。

一方、エゴン・シーレは学校時代
から授業中にいつも絵ばかり描い
ていて、決して成績の良い生徒で
はありませんでした。しかし、美術
教師だけは彼の才能を見抜き、シ
ーレは16歳で造形美術アカデミ
ーの入学が認められました。
ウィーンでシーレはグスタフ・ク
リムトと知り合い、次第にクリムト
の影響を大きく受けることになり
ます。その後、わずか2年でシー
レは超保守的なアカデミーを去り、
芸術的功績を模索するため、友人
たちと「新たなる芸術団」を結成し、
リーダーを務めました。
シーレは常に良い友人や後援者
に恵まれ、仕事の依頼も多く得て
いました。一般的にはシーレの画
は前衛的でユニークで、挑戦的と
評価されていました。その神経質
ながら粗い線により肉体的な特徴
が誇張され、精神状態の不安定さ、
表現主義における脆さが明確に
表れていました。
保守的な風潮の中、当時タブー
視されていたテーマを追求し続け
たクリムトとシーレは、絆を深め、
28歳という年の差がありながらも、
互いを理解し合う友人関係であっ
たといわれています。 ©
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ヴォルフガング・
アマデウス・モーツァルト

（1756-1791）

モーツァルトは合計626もの作品
を作曲しましたが、彼は当時とし
ても短命で、わずか35才までしか
生きられませんでした。モーツァル
トは12才になるまでに、既に3つ
のオペラ作品、6つの交響曲と何
百もの作品を作曲しています。そ
の天才的な才能は、当時の人々を
感動させただけではなく、モーツ
ァルトの驚異的な作曲能力に対す
る人々の感嘆は、今なお生き続け
ています。
そして、現在に至るまで「モーツァ
ルト・マニア」の熱情は少しも衰
えてはいません。実際に、ビジネ
スの面でも、その他の様々な事に
おいても、モーツァルトほど成功を
収めた音楽家はいません。オース
トリアのポップスター、ファルコは
1986年に米国のポップチャートに
『ロック・ミー・アマデウス』という

曲で席巻し大ヒットを飛ばしまし
た。ミロス・フォアマン監督は、映
画『アマデウス』で、1984年に8つ
の部門でオスカーを獲得しました。
アン・デア・ウィーン劇場では、ミ
ュージカル『モーツァルト！』の公
演で連日満員という大ヒット興行
成績を収めました。

ルートヴィヒ・ヴァン・
ベートーヴェン

（1770-1827）

1770年12月、ドイツのボンに生ま
れたベートーヴェンは、幼いうち
から才能に恵まれ、14歳にして正
式に宮廷楽師となり、そして1787
年には、さらなる勉強のため、当
時ウィーンで活躍していたモーツ
ァルトへの弟子入りを試みます。
かねてから憧れていたモーツァル
トには、多忙を理由に師事を断ら
れ、さらに母の危篤の知らせによ
りボンへ戻ることになります。

オーストリア・ポケットガイド オーストリア
について

グスタフ・クリムト
［ウィーン大学の天井画」（復元）

エゴン・シーレ
「ほおずきの実のある自画像」

ザルツブルク、カプツィーナーベルクの
モーツァルト像
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22歳のときに再びウィーンを訪ね
ましたが、モーツァルトは早世して
いたためハイドンやサリエリ、アル
ブレヒツベルガーらに師事します。
以降35年間にわたりウィーンで
暮らし作曲活動をしました。
ウィーンでの生活は順調で、ピアノ
の即興演奏や作曲活動で名声を
得ていきましたが、20代後半の頃
より持病の難聴が徐々に悪化。治
療のため、彼はハイリゲンシュタッ
トにあった保養施設を頻繁に訪れ
ましたが治らず、その絶望感から
何度も自殺を考えます。現在はベ
ートーヴェン博物館として改装さ
れたアパートで有名な「ハイリゲン
シュタットの遺書」を書きました。
しかし音楽への情熱を胸に、困難
の中、珠玉の作品群を創り上げた
のです。

アントン・ブルックナー
（1824-1896）

交響曲の大家であり、オルガン奏
者としての才能にも恵まれたアン
トン・ブルックナーは、19世紀
後半で最も重要な作曲家の一人
と言われています。1824年、リン
ツ郊外のアンスフェルデンで村の
学校教師を務める父のもと12人
の子供の長男として生まれました。
ごく幼い頃から音楽の才能を示し、
父親が亡くなった12歳よりサンク
ト・フローリアン修道院で宗教と
音楽の教育を受けることになりま
す。1840年にはこの修道院の教
師兼オルガン奏者となり、20代前
半で最初のモテットとレクイエム
を作曲しています。1855年、ブル
ックナーはリンツ大聖堂のオルガ
ニストに就任し、職業音楽家とな
りました。
ブルックナーは敬虔なカトリック
教徒であり、メランコリックで孤独
を好み（いつも若い娘に夢中にな
っていたものの）、生涯独身で、帝
政時代のゴシップ社会を嫌ってい
ました。また、作曲以外の時間は
自然の中で過ごしました。ドナウ
川やブドウ畑、草原、そして深く悠
久の森のすべてが、彼のインスピ
レーションの源となっていました。
30代になってからウィーンを訪
れ、作曲の勉強や音楽活動を行い、
1868年にはウィーンに移住しまし

フランツ・シューベルト
（1797-1828）

ウィーンに生まれ、ウィーンで生涯
を過ごした作曲家フランツ・シュ
ーベルトは、歌曲（リート）の王と
呼ばれています。作曲した中には
600を超える歌曲があり、美しい
メロディーという点で、音楽史上
最も創造的な作曲家の一人であ
ることは間違いでしょう。シューベ
ルトはゲーテの『魔王』や『糸を紡
ぐグレートヒェン』などの詩を楽曲
にしました。
シューベルトは、憧れの音楽家で
あったベートーヴェンが亡くなった
翌年の1828年11月、兄のフェル
ディナントのアパートで亡くなりま
した。その時、フランツはまだ31
才でした。ヌスドルファー通りにあ
るシューベルトの生家は、現在改
修工事のため休館中。2028年の
シューベルト没後200周年を記念
して、2028年に新たな常設展示
を開設する予定です。
今日のシュヴァルツェンベルクと
ホーエネムスで行われる「シュー
ベルティアーデ」は、世界最高峰の
シューベルト音楽祭として世界中
のシューベルトファンを魅了して
います。

た。今日ブルックナーは、ブラーム
スやワーグナーと並んで19世紀
後半で最も影響力のある作曲家
と見なされています。

ヨハン・シュトラウス 2 世
（1825-1899）

「ワルツ王」と称えられるヨハン・シ
ュトラウス2世は作曲家、ヴァイオ
リニスト、そして指揮者として、ロ
ンドン、パリ、ベルリン、サンクト・
ペテルブルク、ボストン、ニューヨ
ークをはじめとする世界各国の
都市で演奏旅行を行い、ウィーン
のワルツとオペレッタの真髄を広
めました。ウィーン市立公園に立
つ金色の像は、ウィーンを訪れる
人々にとって絶好の撮影スポット
となっています。彼を代表するワル
ツ『美しく青きドナウ』は、オースト
リアの「第二の国歌」と呼ばれるほ
どの人気を集めました。そして、オ
ペレッタの中で最も有名な作品は、
1874年にアン・デア・ウィーン劇
場で初演された『こうもり』です。
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オーストリア・ポケットガイド オーストリア
について

ウィーン市立公園のブルックナー像

ウィーン市立公園のシュトラウス像

ウィーン、ベートーヴェン広場のベートーヴェン像

生家に飾られたシューベルトの肖像画
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モーツァルト週間（1～2月）：ザル
ツブルクで誕生日の1月27日を
挟んで2週間開催。ウィーン・フィ
ルやモーツァルテウム管弦楽団な
どが市内複数の会場でモーツァル
ト作品を中心に演奏します。

ザルツブルク・イースター音楽祭
（4月）：1967年にヘルベルト・フ
ォン・カラヤンにより創設。プログ
ラムはオペラ、コンサート、合唱曲、
室内楽、若者のためのプロジェク
トから成っています。

ウィーン芸術週間（5～6月）：オペ
ラ、コンサート、パフォーミングア
ーツ、展覧会、国際共同プロジェク
トなど多ジャンルの芸術が一堂に
会し、街全体がステージに。

ザルツブルク音楽祭（7～8月）：
第一次大戦後の荒廃したヨーロッ
パの人々を和解させることを目的
に創設され、現在は世界最高峰の
音楽祭の一つ。演劇やオペラも上
演され、街全体が祝祭ムードに包
まれます。

ライディングのリスト音楽祭（3, 6, 
10月）：1811年にブルゲンランド
州ライディング村で生まれたフラ
ンツ・リストを称える音楽祭。生家
（現在は博物館）の隣のコンサー
トホールで開催。

レハール音楽祭（7～8月）：オペレ
ッタ作曲家フランツ・レハールを記
念した祝祭。レハールが別荘を保
有し、名誉市民でもあった温泉保
養地バート・イッシュルのクアハウ
スで開催。

オーストリアの
主な音楽祭
オーストリアでは年間を通して各地で音楽祭が開かれ、
一流の演奏者が腕を競います。
地域の文化に触れたり、郷土料理を味わったりするのも楽しみです。

シュティリアルテ音楽祭（6～7
月）：グラーツ歴史地区とエッゲ
ンベルク宮殿をはじめ、シュタイ
ヤマルク州各地で毎夏開催。ウィ
ーン・コンツェントゥス・ムジクス、
シュティリアルテ音楽祭管弦楽団
など初期古典音楽の名手が出演。
グラーツ市民公園の野外オープニ
ングコンサートは入場無料。

「カリンシアの夏」音楽祭（7～8
月）：カリンシアとはケルンテン州
の英語名。会場となるのは、バロ
ック装飾が美しいオシアッハ修道
院、アルバン・ベルク・ホール、フ
ィラッハの会議センター、クラーゲ
ンフルトの大聖堂、ギュンター・ド
メニクのアヴァンギャルドなシュタ
インハウス、城館や教会など。

インスブルック古楽器音楽祭（8
月）：かつて音楽の中心地であった
古都インスブルックで1976年か
ら続く、初期古典音楽の祭典。旧
市街の歴史的建築物群を会場に、
オペラやアンサンブル演奏が披露
されます。

メルビッシュ湖上音楽祭（7～8
月）：ユネスコ世界遺産のノイジ
ードラーゼー湖で繰り広げられる、
夏の夜の音楽祭。ミュージカルま
たはオペレッタが湖上舞台で上演
されます。上演日はウィーンから
シャトルバスが運行。

ブレゲンツ音楽祭（7～8月）：オー
ストリア西端、ボーデン湖畔の町
ブレゲンツで毎夏約1か月開催さ
れる国際音楽祭。1946年創設で、
2026年は80周年を迎えます。名

物は湖上に設けられた世界最大
級の水上舞台「ゼービューネ」で
のオペラで、巨大な舞台装置とダ
イナミックな演出が見どころ。演
目は2年ごとに替わり、2026/27
年はヴェルディの『ラ・トラヴィアー
タ』。このほか祝祭劇場など市内
各会場でもオペラやコンサートが
上演されます。

サンクト・マルガレーテン野外オペ
ラ（7～8月）と受難劇（5～7月）：
古代ローマ時代からの採石場を
天然の舞台・音響装置として上演
される大規模オペラ。作品は毎年
替わり、2026年は『トスカ』を予
定。主催はエスターハージー財団
で、幕間に地元ワインを楽しめる
のも魅力。同会場では5年ごとに
キリスト受難劇も上演され、2026
年に開催されます。

グラーフェネック音楽祭（8～9
月）：ウィーン近郊、グラーフェネッ
ク城の庭園にある野外舞台他で
のコンサートがメインですが、城
敷地内のレストランで味わうディ
ナーも欠かせない楽しみ。周辺の
生産地から直送のワインをご賞味
あれ。

シューベルティアーデ（4月～10
月）:シューベルトを記念する音楽
祭。シュヴァルツェンベルクは6, 
8月、ホーエネムスは4, 5, 7, 10
月、オーストリア最西端のフォアア
ールベルク州で開催されます。

オーストリア・ポケットガイド オーストリア
について

ブレゲンツの湖上舞台「ゼービューネ」

ザルツブルク音楽祭『イェーダーマン』

「カリンシアの夏」音楽祭

ブレゲンツの森地方の
シュヴァルツェンベルクで開催される
シューベルティアーデの音楽家たち
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自然の中で時を過ごすことにより、
私たちの気持ちは落ちつき、新し
い視点が容易に見つかるようにな
ります。どこまでも続く森や牧草地、
湖やうねる丘陵など美しく連なる
オーストリアの自然景観には、人
の心に大きく作用する不思議な力
があります。オーストリアには旅人
の心のバランスを回復させてくれ
るすばらしい自然がたくさんある
のです。

最高の水質で水遊び

アルプスの氷河が溶けて形成さ
れた湖が点在するオーストリアは、
2021年の欧州環境機関（EEA）に
よる調査で水浴場261ヶ所のうち
255ヶ所（97.7％）が「優良」、国
内の全水域の合計99.2％が「優
良」または「良」と評価され、EU
水浴水質ランキング1位に輝きま
した。これは過去数十年間に500
億ユーロもの投資をして高い水質
を保ってきた成果といえるでしょう。
オーストリア人が「クリスタル・ク
リア」と誇る美しく清浄な湖での湖
水浴は、日常的なレジャーです。

グリーンな都市

オーストリアの都市は緑が多く、郊
外には自然が広がっています。例
えば首都ウィーンは、市街地の半
分は緑地や水域で、数多くの公園
があるほか、ウィーンの森の一部
は絶滅危惧種の保存公園にも指
定されています。公共交通機関の
整備やグリーンエネルギーの利用
等、持続可能性を高める試みも絶
え間なくおこなわれています。

自然に包まれ音楽に親しむ

室内ホールだけではなく、大自然
も公演会場になるのがオーストリ
アです。
毎年初夏の一夜、シェーンブルン
宮殿の広い庭園でウィーン・フィル
による「サマーナイト・コンサート」
が開催されます。緑薫る外気にあ
たりながら世界最高レベルの演奏
を聴くのは格別の楽しみです。入
場はなんと無料。
夏恒例の「音楽フィルムフェスティ
バル」では、ウィーン市庁舎広場に
大型スクリーンが設けられ、オー
ケストラやオペラ、バレエ等の映
像が放映されます。屋台で軽食を
つまむのも楽しみ。こちらも入場
無料です。
また、ウィーン近郊のグラーフェ
ネックでも毎夏野外フェスティバル
「グラーフェネック音楽祭」が開か
れています。19世紀に建てられた
グラーフェネック城と自然のコント
ラストが美しい音楽祭で、開催日
にはウィーンからバスが運行します
（21ページ参照）。
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オーバーエステライヒ州

ニーダーエステライヒ州

シュタイヤマルク州

ブルゲンランド州

ケルンテン州

チロル州

ザルツブルク州フォアアールベルク州 インスブルック

ブレゲンツ

ザルツブルク

クラーゲンフルト

サンクト・ペルテン

グラーツ

アイゼンシュタット

ウィーン
リンツ

豊かな森の中、
エメラルド色の湖畔で過ごすひととき。 
自然は心と体を落ち着かせ、
気分をリフレッシュする
効果をもたらします。

オーストリアの
自然でリフレッシュ

オーストリア・ポケットガイド オーストリア
について

野外の音楽会場「雲の塔」
グラーフェネッグ音楽祭

ホーエ・タウエルン
国立公園

チロル州のブランカゼー湖

オーストリアは
ヨーロッパに広がる全アルプスの

最も広い29%を占める

オーストリアの国土の

63%
が高地アルプス
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個性あふれる
９つの州
オーストリアは９つの連邦州からなる共和国です。
各州には独特の気候風土と文化があります。

ウィーン

オーストリアの首都。ハプスブルク
帝国640年の古都であり、芸術の
都。その一方でモダンな建築物も
多く、新しいカルチャーも発信して
います。市の周縁に約1,350km2
に渡って広がるウィーンの森は、
人々の憩いの場であるとともに良
質のワインの生産地です（28ペー
ジ参照）。

ブルゲンランド州

オーストリアの東端、ハンガリーと
の国境の州。世界遺産のノイジー
ドラーゼー湖を有し、野鳥の宝庫
ゼーヴィンケル国立公園、コウノト
リがコロニーを作るルストなどが
あります。夏は湖畔の町メルビッ
シュで湖上音楽祭が、採石場サン
クト・マルガレーテンで野外オペラ
が上演されます。良質なワインの
産地としても有名。州都はハイド
ンとエスターハージー侯爵家ゆか
りの街アイゼンシュタット。

ニーダーエステライヒ州

ウィーンを囲む州。州東側の丘陵
地帯は国内随一のワイン産地で、
北部は森林で覆われています。バ
ロック様式の修道院が建つメルク
とクレムス間のドナウ川流域は「ヴ
ァッハウ渓谷」と呼ばれる人気の
景勝地で、ユネスコ世界遺産に登
録されています。州都はサンクト・
ペルテン。

シュタイヤマルク州

オーストリア南部、「緑の州」と呼
ばれるほど豊かな緑地に牧歌的
な村が点在しています。スロヴェ
ニア国境の南シュタイヤマルク地
域はワイン産地で、ブッシェンシャ
ンクと呼ばれる生産者の直営店
を訪れるのがオススメです。バー
ト・アウスゼー周辺はザルツカン
マーグート（湖水地帯）の一部で、
アルプスらしい山と湖の景観が広
がります。州都はグラーツ（40ペ
ージ参照）。

ケルンテン州

オーストリア最南部の州。ヴェルタ
ーゼー湖、オシアッハゼー湖、ミ
ルシュテッターゼー湖をはじめと
した大小の美しい湖が点在し、水
泳や水上スポーツが盛んです。州
の最北端にはオーストリア最高峰
のグロースグロックナー山が秀麗
な姿を見せています。州都のクラ
ーゲンフルトは、バロックとユーゲ
ントシュティールの建物が建ち並
び、小規模ながら芸術と文化の薫
り高い見どころが満載。

オーバーエステライヒ州

オーバーエステライヒ州随一の観
光地は、ザルツカンマーグートと
呼ばれる湖水地帯。特に中心都
市であるバート・イッシュルは、ハ
プスブルク家御用達の温泉保養
地として発展しました。州の北側
に位置するミュールフィアテルの
丘陵地帯は、チェコとの国境を形
成しています。州都のリンツは音
楽家ブルックナーゆかりの街。デ
ジタルアートの中心地としても世
界的に有名。

ザルツブルク州

生物多様性が豊かなホーエ・タウ
エルン国立公園を含むアルプス地
方。その美しさは、映画『サウンド・
オブ・ミュージック』で世界的に有
名になりました。地名の由来でも
ある岩塩鉱や、聖歌『きよしこの
夜』誕生の地オーベルンドルフ、世
界最大の氷穴があるヴェルフェン
も見どころです。州都はザルツブ
ルク（35ページ参照）。

チロル州

牧歌的な山の風景で知られるチロ
ル州。インタール渓谷に沿って、イ
ンスブルック、ハル、ラッテンベル
ク、クーフシュタインといった魅力
的な町が並びます。また、ツィラー
タール、シュトゥーバイタール、エ
ッツタール、サンクト・アントン、ゼ
ーフェルトといった山岳リゾートに
は、冬はスキー、夏はハイキングを
楽しみに国内外から観光客が訪
れます。州都はインスブルック（44
ページ参照）。

フォアアールベルク州

オーストリア最西端の州。面積は
小さいながら、シルヴレッタの氷
河からライン渓谷の平地に至る、
変化に富んだ自然が特徴です。州
都ブレゲンツでは毎夏「ブレゲンツ
音楽祭」が開催され、湖上舞台で
壮大なオペラを鑑賞できます。ア
ールベルク地方はアルペンスキー
の発祥地。世界中の王族やセレブ
が訪れる高級リゾートです。なか
でもレッヒは「欧州で最も美しい
村」に選ばれました。©
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オーストリア
について

オーストリア・ポケットガイド

リンツのハウプトプラッツ広場 レッヒのスキー場

アイゼンシュタットのエスターハージー宮殿

クラーゲンフルトの州庁舎
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オーストリア地図
位置と距離
オーストリアは中央ヨーロッパの南部に位置し、
国土の総面積は 83,858平方キロメートル、人口は約 920万人。
公用語はドイツ語ですが、英語もよく通じます。

ウィーン

ニーダー
エステライヒ州オーバー

エステライヒ州

ザルツブルク州
ブルゲンランド州

シュタイヤマルク州

ケルンテン州

チロル州

東チロル

フォアアール
ベルク州

リンツ サンクト・
ペルテン

アイゼンシュタット

グラーツ

クラーゲンフルト

インスブルック

ザルツブルク
ブレゲンツ

（km） ブレゲンツ アイゼンシュタット グラーツ インスブルック クラーゲンフルト リンツ ザルツブルク サンクト・ペルテン ウィーン
ブレゲンツ − 769 700 187 575 547 429 656 720
アイゼンシュタット 769 − 183 582 307 232 347 113 55
グラーツ 700 183 − 513 133 215 255 190 210
インスブルック 187 582 513 − 377 360 242 469 533
クラーゲンフルト 575 307 133 377 − 257 212 339 335
リンツ 547 232 215 360 257 − 118 121 185

ザルツブルク 429 347 255 242 212 118 − 230 294
サンクト・ペルテン 656 113 190 469 339 121 230 − 65
ウィーン 720 55 210 533 335 185 294 65 −

州都間の距離

９つの州と州都

アウトバーン

建設中のアウトバーン

高速道路

建設中の高速道路

幹線道路

主要道路

その他道路

鉄道

国際空港

国境

州境

ヨーロッパ主要都市
までの距離 （km）

オーストリア・ポケットガイド オーストリア
について
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ウィーンの見どころ
華麗な宮廷文化が息づく、芸術の都ウィーン。
古くよりヨーロッパの東西と南部を結ぶ十字路として栄えました。

古代ローマ人の入植以来、二千
年の歴史を持つウィーン。ハプス
ブルク帝国の都として栄華を誇り、
重厚な歴史建築や音楽・美術が
見どころです。最近では現代建築
やデザイン、そしてサステナビリテ
ィの発信地としても注目されてい
ます。

シュテファン大聖堂　

鮮やかな屋根が映えるウィーンの
シンボル。南北2つの塔からは街
が一望にできます。石造りの説教
壇や祭壇を彩る絵画などの内部
装飾は必見。カタコンベ（地下墓
地）には歴代皇帝の臓器が安置さ
れています。
MAP 　P.33  B-3

シェーンブルン宮殿　

ユネスコ世界遺産に指定された
ハプスブルク家の夏の宮殿で、マ
リア・テレジア・イエローの外観
が印象的です。ロココ様式で統一
された1,441の部屋のうち40室
を公開中。ウィーン会議で舞踏会
場として使用された大広間、6歳
のモーツァルトが御前演奏した鏡
の間は必見です。
宮殿の後方に広がる面積1.7km2
の庭園には、シェーンブルン（美
しい泉）の名前の由来となった泉、
1752年設立の世界最古の動物
園、大温室パルメンハウス、ネプチ
ューンの噴水、迷路庭園、日本庭
園があります。ギリシャ神殿風の
グロリエッテはカフェとして営業し
ており、宮廷馬車博物館には歴代
の皇族が乗った豪華な馬車が展
示されています。
www.schoenbrunn.at

ベルヴェデーレ宮殿　

対トルコ戦争の時代、ハプスブル
ク軍の将軍だったサヴォイ家のオ
イゲン公（1663～1736）の夏の離
宮であり、ヨハン・ルーカス・フォ
ン・ヒルデブラント設計によるバロ
ック宮殿の最高傑作。式典用の上
宮と居住用の下宮が、緩やかに傾
斜したバロック庭園で結ばれてい
ます。
現在は美術館で、上宮は『接吻』を
筆頭とする世界最大のクリムト作
品群が目玉です。下宮は特別展の
会場となるほか、バロック美術の
名作が展示されています。
MAP 　P.33  D-3,4　
www.belvedere.at

リング通り　

19世紀半ば、ウィーンを取り囲ん
でいた城壁を皇帝フランツ・ヨー
ゼフ1世の命により取り壊し、環
状道路が造られました。この通り
に沿って公園、国会議事堂、市庁
舎、大学、ブルク劇場、国立歌劇
場、美術史／自然史博物館、王宮
といった主要施設が並んでいます。
MAP 　P.32,33  A,B,C-2,3,4

公園と庭園　

市立公園（シュタットパーク）は、
1862年に開園したウィーン初の
市立公園です。園内にはヨハン・
シュトラウスやシューベルト、ブル
ックナーの像があり、クアサロン
ではコンサート＆ディナーが楽し
めます。
MAP 　P.33  C-3,4

市民庭園（フォルクスガルテン）は、
美しいバラ園が見どころ。皇妃エ
リザベート像もあります。
MAP 　P.32  B-2

王宮庭園（ブルクガルテン）は、モ
ーツァルト像が有名な英国式庭
園。皇帝フランツ・ヨーゼフ1世
の個人所有でしたが、死後3年後
の1919年に一般開放されました。
フリードリッヒ・オーマン設計によ
る世紀末様式の温室（パルメンハ
ウス）には、南国の蝶が飛び交う
蝶の家と、植栽が施され緑あふれ
るカフェ・レストランがあります。
MAP 　P.32  C-2
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ウィーンについてオーストリア・ポケットガイド

シェーンブルン宮殿

シュテファン大聖堂

市民庭園

ベルヴェデーレ宮殿
クリムトの『接吻』
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ホーフブルク王宮　

ハプスブルク家の居城。増改築
を繰り返したため、さまざまな時
代の建築様式が共存しています。 
旧王宮では皇帝の住居を公開し、
一部は皇妃エリザベート（シシィ）
の博物館となっているほか、銀器
コレクションも見事です。新王宮
のウィーン世界博物館と、国立図
書館プルンクザールも見応えたっ
ぷり。
王宮宝物館には、聖遺物、ミサ用
の祭服や祭具、10世紀に制作さ
れた神聖ローマ帝国の帝冠と権
標、オーストリア皇帝の冠、ブルグ
ント公国の財宝、金羊毛皮騎士団
の財宝といった、ハプスブルク帝
国の栄華を象徴する品々が展示
されています。
MAP 　P.32  C-2　
www.hofburg-wien.at

スペイン式宮廷馬術学校　

リピッツァー種という白馬が披露
する、古典馬術の殿堂。美しいバ
ロック様式のホールは、巨匠フィ
ッシャー・フォン・エルラッハの
設計により、皇帝カール6世時代
の1729～35年に建てられました。
16～17世紀にかけて世界帝国を
築いたハプスブルク家は、オース
トリア・ハプスブルク家とスペイ
ン・ハプスブルク家に分かれまし
た。イベリア半島から多くのアンダ
ルシア馬が導入され、これをもと

に生まれたのがリピッツァー種で
す。「スペイン」の名はこの史実に
由来します。厩宮（シュタールブル
ク）にはリピッツァー博物館があり
ます。ユネスコ無形文化遺産。
MAP 　P.32  C-2　www.srs.at

市庁舎（ラートハウス）　

1872年～1883年に造られたネ 
オゴシック建築。前の広場では、夏
には音楽フィルムフェスティバル、
11月中旬～12月26日はクリスマ
スマーケットが開催され、11～3月
はスケートリンクが設置されます。
MAP 　P.32  B-2

国会議事堂（パーラメント）　

民主主義を象徴する古代ギリシャ
風の建物で、正面には知恵の女神
アテネが。1873年～1883年にウ
ィーン楽友協会の建物も手掛けた
ハンセンの設計で建造。5年かけ
て大改修され2023年に再オープ
ン。無料のガイドツアーあり。
MAP 　P.32  B-2

ケルントナー通り　

シュテファン大聖堂から国立歌劇
場に延びる歩行者天国。高級ブラ
ンドやアパレルショップ、カフェが
並ぶ、ウィーン随一の繁華街です。
MAP 　P.33  C-3

ウィーン国立歌劇場　

1861年～1869年に宮廷オペラ
劇場として建てられ、モーツァルト
『ドン・ジョヴァンニ』でこけら落
とし。1945年に戦災を被りました
が修復され、1955年カール・ベー
ムが指揮するベートーヴェンの『フ
ィデリオ』で再開館しました。日本
語バックステージツアーあり。 
MAP 　P.33  C-3  
www.wiener-staatsoper.at

カール教会　

マリア・テレジアの父カール6世
が、ペストの終息を祈願して1716
年～1739年に建立した教会。バ
ロック建築の巨匠エルラッハ父子
の設計。ウィーン市史を網羅する
ウィーン・ミュージアム・カールス
プラッツが隣接しています。
MAP 　P.33  D-3  

美術史博物館と
自然史博物館　

美術史博物館は、ハプスブルク家
が収集した約40万点の芸術品を
所蔵。コレクションはルーベンス、
レンブラント、デューラー、ティツィ
アーノ、ベラスケスと広範で、中で
も『農民の婚礼』をはじめとするブ
リューゲルのコレクションは世界
一です。クンストカンマー（美術工
芸館）には2,200点もの名品珍品

が。歩き疲れたら、美しい館内カフ
ェで休憩を。
自然史博物館には先史時代から
の動物、植物、鉱物やハルシュタッ
ト文化時代の出土品があり、特に
約2万5千年前の『ヴィレンドルフ
のヴィーナス』、マリア・テレジアの
『宝石の花束』が有名です。

MAP 　P.32  C-2   
www.khm.at, www.nhm.at

プラーター　

ドナウ運河とドナウ本流の間に広
がるプラーターは、遊園地とスポ
ーツ施設がある広大な緑地。ウィ
ーンのシンボルである大観覧車も
あります。
MAP 　P.33  A-4

ドナウ運河　

シュヴェーデンプラッツのドナウ運
河には定期観光船発着場やカフ
ェ、レストランがあり、常に賑わっ
ています。
MAP 　P.33  A-3, B-3, B-4

マリアヒルファー通り　

ウィーンっ子に人気の約2km（ミ
ュ－ジアム通り／ゲトライデマル
クト～西駅間）のショッピング街。
デパートもあります。地下鉄U3で。
MAP 　P.32  D-1, C-2©
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ウィーンについてオーストリア・ポケットガイド

ホーフブルク王宮、ミヒャエラープラッツ広場 ウィーン市庁舎前広場の
「音楽フィルムフェスティバル」

ウィーン国立歌劇場「オペラ座舞踏会」
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ザルツブルクの
見どころ
モーツァルトの生誕地、『サウンド・オブ・ミュージック』の舞台。
ユネスコ世界文化遺産のバロック都市。

ウィーンの郊外へ
丘陵にブドウ畑が広がるウィーンの森、
ドナウ川クルーズのハイライト、
ヴァッハウ渓谷へ。

ホーエンザルツブルク城　

メンヒスベルク山の上にそびえる
町のシンボル。中欧で最も保存状
態のよい中世城塞建築の一つです。
豪華な大司教の居間や黄金の間
は圧巻。「ザルツブルクの雄牛」と
呼ばれる大オルガンがあり、モー
ツァルトの城塞コンサートも開催
されています。博物館には昔の武
具や工芸品などを展示（日本語音
声ガイドあり）。テラスからはアル
プスの山並みと市街のパノラマが
楽しめます。
MAP 　P.36  B-2　
www.festung-salzburg.at

メンヒスベルク　

ザルツァッハ川沿いに南西に伸び
る山。春にはブナやカエデ、菩提
樹、樫が新緑の輝きを放ち、秋は
燃えるような紅葉が見事です。登
頂ルートはいくつかありますが、最
も快適な方法は山の中を通るメン

ヒスベルク・エレベーター。山頂
にはザルツブルク現代美術館があ
ります。素晴らしい眺めの高級レ
ストラン「Ｍ32」や「ホテル・シュ
ロス・メンヒシュタイン」、ソーセー
ジ屋台「ビュッフェ・ツア・リヒタ
ーヘーエ」、伝統オーストリア料理
店「シュタットアルム」など、食事処
も充実しています。
MAP 　P.36  A-1, B-1,2　

ミラベル庭園／宮殿　

『ドレミの歌』のロケ地で有名な庭
園からは、ホーエンザルツブルク
城と大聖堂が一望に。ギリシャ神
話を題材にした石像、噴水、四季
の花々が人々を魅了します。園内
のほぼ中央に位置するミラベル宮
殿は、大司教ヴォルフ・ディートリッ
ヒが愛人サロメ・アルトのために
建てた別荘。内部の大理石の間
は、室内楽コンサートや結婚式な
どの会場として使用されています。
MAP 　P.36  A-1

ウィーンの森　

ウィーンの北・西・南を取り巻くウィ
ーンの森は、アルプス山脈の最東
端であり、市街地の３倍ほどの面積
（約1,350km2）があります。丘陵
では日当たりを生かして良質なワ
インが生産されており、ベートーヴ
ェンやシューベルトも自然の中で
の一杯を楽しみに足を運びました。
グリンツィングはホイリゲ（ワイン
居酒屋）が並ぶワイン産地の町。
シュランメル音楽を聴きながら新
酒を味わうのは格別の楽しみです。
ハイリゲンシュタットはベートーヴ
ェンゆかりの地。『田園』の着想を
得た散歩道や、現在は博物館やホ
イリゲになっている住居などが点
在します。
アクセス：グリンツィングへはショ
ッテントアから市電38で終点まで
約30分。ハイリゲンシュタットの
ベートーヴェン博物館へは、ショッ
テントアから市電37を終点で降り、
徒歩5分。

ヴァッハウ渓谷
　
ドイツの黒い森を起点に、オース
トリアや東欧を抜け黒海に注ぐド
ナウ川。全長約2,800kmで最も
風光明媚といわれる世界遺産のヴ
ァッハウ渓谷を存分に楽しむなら、
ドナウ川クルーズがオススメです。
まずはウィーン中央駅からメルク
駅まで準急列車で約１時間。壮大
なメルク修道院を見学してから船
へ。
丘陵のブドウ畑や壮麗な古城など
が目の前に迫り、川沿いにはリー
スリングという白ワインの産地ヴァ
イセンキルヒェンやシュピッツ、中
世都市デュルンシュタインなど見
どころがたくさん。終点のクレムス
の対岸にはゲットヴァイク修道院
がそびえています。
クルーズ船の運航期間：4月上旬
～10月末。それ以外の期間は、メ
ルクやデュルンシュタイン、クレム
スの町々を列車で訪ねます。ウィ
ーンからは便利な観光バスも出て
います。 ©
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ザルツブルクに
ついて

ザルツァッハ川とザルツブルクの街並み

デュルンシュタイン

ミラベル庭園

ドナウ川に臨むヴァイセンキルヒェン

オーストリア・ポケットガイド
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ドーム（大聖堂）　

バロック様式とローマ風の建築様
式が調和した大聖堂。大司教マ
ルクス・シティクスのもとで建築
家ソラーリによって1614年に着
工、1628年に完成しました。モー
ツァルトの洗礼とカラヤンの告別
式が行われたことでも知られます。
約6千本のパイプを持つパイプオ
ルガンとドーム博物館が見どころ。
正面の広場では毎夏、ザルツブル
ク音楽祭の恒例演目『イェーダー
マン』が上演されます。
MAP 　P.36  B-2 

ザルツブルクの
ドームクォーター　

ドーム（大聖堂）、サンクト・ペータ
ー修道院、レジデンツなどを含む
旧市街の主要建築物は、17世紀
に造られた回廊で結ばれ、ドーム
クォーターと呼ばれる巡回コース
となっています。
このコースを一巡りすれば、バロ
ック様式の豪奢な部屋と2千点も
の美術品を堪能できます。
通行時間：火曜日を除き、毎日午
前10時～午後5時、7月～8月は
毎日午前10時～午後6時
MAP 　P.36  B-2　
www.domquartier.at

サンクト・ペーター修道院　

国内最古のベネディクト派修道院。
映画『サウンド・オブ・ミュージッ
ク』にも登場しました。修道院の
装飾品は、宗教芸術として価値の
高いものばかり。裏手の墓地には、
モーツァルトの姉のナンネルや旧
友ミヒャエル・ハイドンが眠ってい
ます。初期キリスト教徒の祈祷の
ための洞窟「カタコンベ」は必見 
です。
MAP 　P.36  B-2　

レジデンツ　

歴代大司教の宮殿で、豪華な内部
はガイドツアーで見学できます。レ
ジデンツ広場のシンボルは美しい
バロック様式の大噴水。広場では
9月のルーペルト祭やクリスマス
市などの催し物が行われます。
MAP 　P.36  B-2　
www.residenz-salzburg.at

グロッケンシュピール　

1702年に造られた、レジデンツの
反対側にある新レジデンツの鐘楼。
音程の異なる35個の鐘が毎日7
時、11時、18時に鳴り響きます。
MAP 　P.36  B-2
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ザルツブルク名物のビールを飲む！

ザルツブルクに最初の商業的なビー
ル醸造所が生まれたのは今から600
年前の14世紀末。1492年創業のシュ
ティーグルブロイと1621年創業のア
ウグスティーナー・ブロイが現在も営
業を続けています。伝承された知識と
技術が生むザルツブルクのビールをご
堪能ください。

モーツァルトの生家　

1756年、旧市街一番の目抜き通
りであるゲトライデガッセ通り9番
地で、モーツァルトは誕生しまし
た。建物は現在記念館になってお
り、神童が使用していた子ども用
バイオリン、コンサート用ヴァイオ
リン、ピアノ、一家の肖像画と書簡
などが展示されています。
MAP 　P.36  B-2　
www.mozarteum.at

ゲトライデガッセ通り　

15世紀建築の市庁舎に続く通り
で、ザルツブルク随一の観光スポ
ット。頭上には扱っている商品を
模した鉄細工の看板がズラリ。シ
ョップやレストランがひしめき、常
に賑わっています。
MAP 　P.36  B-1,2

ザルツブルクに
ついて

モーツァルトの生家

オーストリア・ポケットガイド

ドーム（大聖堂）と旧市街
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ースグロックナー山の斜面と氷河、 
それらを取り囲む3,000m級の
峰々が一望できます。展望台セン
ターにはレストランや展示室もあ
ります。

グロースグロックナー山岳道路の
走行にはレンタカー、またはツェ
ル・アム・ゼーなどから出ている
観光バス「グロックナーバス」が便
利です（2026年は5/26～9/29の
火曜、7・8月は火曜・木曜運行）。

標高3,798mのグロースグロック
ナー山は、オーストリアの最高峰
です。一帯はホーエ・タウエルン
国立公園に指定され、峰々と氷河、
滝、森林が雄大な景観を造ってい
ます。1856年、皇帝フランツ・ヨ
ーゼフ1世と皇妃エリザベートも
ここを訪れ、2時間以上も留まっ
てパステルツェ氷河とグロースグ
ロックナーの偉容を楽しみました。
運が良ければ、アイベックスやカ
モシカ、マーモットといった高山動
物にも出会えます。

全長48kmでザルツブルク州のブ
ルックとケルンテン州のハイリゲン
ブルートを結ぶ「グロースグロック
ナー・アルプス山岳道路」は、雄大
な自然を車窓から楽しむための観
光専用道路です。国立公園の中心
を通って海抜2,571mに達し、オ
ーストリア最高峰の麓を辿ってパ
ステルツェ氷河に至ります。標高
2,369mの展望台「フランツ・ヨ
ーゼフス・ヘーエ」からは、グロ

祝祭劇場　

大司教の廐舎を1926～28年に
建築家クレメンス・ホルツマイス
ターが祝祭小劇場に改築、その後
1956～60年にかけて大劇場が
増築されました。モーツァルト生
誕250周年の2006年に小劇場
が改築され、「ハウス・フュア・モ
ーツァルト（モーツァルト劇場）」へ
と生まれ変わりました。夏のザル
ツブルク音楽祭のメイン会場であ
り、映画『サウンド・オブ・ミュージ
ック』のロケ地としても有名。内部
のガイドツアー（約1時間）あり。
MAP 　P.36  B-1　
www.salzburgfestival.at

マリオネット劇場　

モーツァルトやシュトラウス等のオ
ペラや『くるみ割り人形』『サウン
ド・オブ・ミュージック』などが演
じられる、人形劇専門の劇場。
MAP 　P.36  A-1　
www.marionetten.at

モーツァルテウム　

1914年設立の国際財団法人で、
音楽院とコンサートホールがあり、
サマーアカデミーが開催されてい
ます。庭園にある「魔笛の家」は
1791年にモーツァルトが『魔笛』
を完成させた家で、ウィーンから
移築されました。内部見学は不可。
MAP 　P.36  A-1　
www.mozarteum.at

マカルト広場の
モーツァルト住居　

モーツァルトが故郷ザルツブルク
を捨てウィーンに向かうまでの7
年間（1773年～1780年）を過ご
した家で、現在は博物館。日本語
解説あり。
MAP 　P.36  A-2

ヘルブルン宮殿　

旧市街から南へ7km、いたずら好
きの大司教マルクス・シティクスが
造らせた宮殿。バロック庭園には
仕掛け噴水があちらこちらに隠し
てあり、人々を驚かせます。水力で
動くミニ人形劇場も見どころ。4～
11月オープン。冬期休業中に開
催されるクリスマス市がオススメ。
アクセス：市内からバス25番で 
20分　www.hellbrunn.at

レッドブル・ハンガー 7　

ザルツブルクに本社を置くレッドブ
ルのミュージアムで、ザルツブルク
空港内に位置。建物内部には、レ
ッドブル主催のエクストリームス
ポーツで活躍するF-1マシンや航
空機などが展示されています。入
場無料。併設のレストラン「イカル
ス」はミシュラン2つ星を獲得。　
www.hangar-7.com

グロースグロックナー・
アルプス山岳道路

フランツ・ヨーゼフス・ヘーエ展望台から望む
グロースグロックナーとパステルツェ氷河

グロースグロックナー・
アルプス山岳道路

祝祭劇場

ヘルブルン宮殿

皇帝も愛した息を呑むような景色。 
オーストリア最高峰を望む天空の道！

ザルツブルクに
ついて

オーストリア・ポケットガイド
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グラーツの見どころ
オーストリア第２の都市で、美食の街。

旧市街とエッゲンベルク宮殿は世界遺産。

で開かれるファーマーズ・マーケッ
トでは地元の食に親しめます。そ
して毎年8月恒例の一大グルメイ
ベント「ロング・テーブル・オブ・
グラーツ」や各種グルメツアーでは
食の喜びを満喫できます。

サステナブルなライフスタイルが
大切にされる今日、グラーツは長
年にわたって持続可能性に取り組
んできました。クールで公正に生
産されたファッション、中古品やヴ
ィンテージの服や雑貨を扱うショ
ップ、持参した買い物かごでショッ
ピングするファーマーズ・マーケッ
ト、パッケージフリーの商品、再利
用可能なデポジットカップ、市内
中心部を走るトラムは無料… 持
続可能性は街中で実現されてい
ます。天気の良い日は、シュロス
ベルクやエッゲンベルク宮殿公園
でピクニックをし、都市の自然に
親しんでください。

緑のシュタイヤマルクの州都、グ
ラーツは活動的なライフスタイル、
魅力的な見どころ、印象的な建築
物、アートスペース、トレンディなフ
ェスティバル、流行のデザインショ
ップ、食通の好みに応える多数の
バーやレストランなど、訪れるすべ
ての人々の心を掴んで放しません。

文化都市グラーツは美食で有名。
その理由は、シュタイヤマルク州
の肥沃な土壌で育つ農産物が集
まってくるからです。レストランで
は郷土の食材を使った美味しいメ
ニューが用意され、毎朝市内各所
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ウィーンから南へ列車で約2時間
半。赤い瓦屋根の連なる旧市街
は、中世のたたずまいを色濃く残
す一方、ハッとするようなモダンな
建物も多くあります。

シュロスベルク　

13世紀の時計塔が立つ小高い山
で、かつて外敵を防ぐ城塞があり
ました。ナポレオンさえ攻略を諦
めた、史上最も堅固な城塞として
ギネスブックに載っています。一見
普通に見える時計塔は、長針と短
針の位置に注目を。頂上からは旧
市街が見渡せ、カフェ・レストラン
もあります。
MAP 　P.42  A-1

州立武器庫（武器博物館）　

オスマン軍の襲撃に対抗するため
の武器の常備庫。1551年以降の
鎧や鉄砲など3万点以上が保管
され、今でもすぐに使えるほど整
備されています。冬期休館。
MAP 　P.42  B-1,2

大聖堂（ドーム）　

ハプスブルク家の皇帝フリードリッ
ヒ3世が1438年～1464年に造
らせた王宮用教会。南壁には小さ
な張り出し屋根で保護された『苦
難の絵』があり、1480年にシュタ
イヤマルクを襲ったペスト、オスマ
ン軍、イナゴの大群という三つの
苦難を表現しています。
MAP 　P.42  B-2

王宮　

15世紀に皇帝フリードリッヒ3世
が建て、後に息子のマキシミリア
ン1世が後期ゴシック様式に改修
しました。主要部分は19世紀に
撤去され、現在は州知事官邸で
す。最初の中庭を抜けた第3棟の
脇には、1499年に造られたゴシ
ック末期の石工芸術の傑作「二重
らせん階段」があり、分かれては合
流することから「和解の階段」と呼
ばれています。
MAP 　P.42  A-2, B-2

グラーツについて

王宮の二重らせん階段

美食の街
グラーツ

レント広場の
マーケット

シュロスベルクの時計塔

グラーツの街を見下ろす
シュロスベルクのレストラン

人にも環境にもやさしいグルメタウン！

オーストリア・ポケットガイド

市庁舎前広場の「ロングテーブル・オブ・グラーツ」
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歴史的広場と
ロマンティックな小路　

市庁舎が建つ中央広場、肉屋が
多いフランツィスカーナー広場、カ
フェが並ぶメール広場、伝統と現
代文化が融合したフェルバー広場、
イベントで賑わうシュロスベルク
広場。ヘレンガッセやシュポール
ガッセにはブティックが、ザックガ
ッセに美術工芸専門店が並びます。

MAP 　P.42  B-1,2

州庁舎　

北イタリアの宮殿様式の州庁舎は、
支柱の下方に見られる彫刻と、豪
華な回廊をもつルネッサンス様式
の中庭が特徴。
MAP 　P.42  B-1,2

霊廟（マウソレウム）　

オーストリアの覇者としてグラーツ
に滞在した皇帝フェルディナント2
世の霊廟。イタリアの宮廷御用達
画家であったジョヴァンニ・ピエト
ロ・デ・ポミスの設計。
MAP 　P.42  B-2

中央広場と市庁舎　

中央広場にある噴水は「シュタイ
ヤマルクの王子」と慕われたヨハ
ン大公を追悼するために1878年
に造られました。丸屋根、時計、角
型の塔が特徴的な市庁舎は19世
紀末の建築。クリスマス時期はプ
ロジェクションマッピングが投影さ
れます。
MAP 　P.42  B-1

クンストハウス グラーツ　

宇宙船のような姿の現代博物館
で、2003年に完成。触手のよう
な部分と、シュロスベルクの古い
時計台が呼応している、という人
も。「フレンドリーなエイリアン」の
愛称で親しまれています。夜のラ
イトアップも一見の価値あり。
MAP 　P.42  B-1

ムーアインゼル　

グラーツ市内を流れるムーア川に、
「川辺に浮かぶ貝」をモチーフに
造られた文化施設。内部にはカフ
ェと半円形劇場があります。ムー
ア川の沿岸は遊歩道に整備され
ており、散歩にぴったり。
MAP 　P.42  A-1

ファーマーズ・マーケット　

グラーツがあるシュタイヤマルク
州は、国内有数の農作地。毎朝ど
こかでファーマーズ・マーケットが
開かれ、生産者が採りたての作物
を並べます。グラーツ・オペラ座の
裏手にあるカイザー・ヨーゼフ広
場やレント広場のマーケットがオ
ススメ（月～土6:00～13:00）。
特にオススメのお土産は、シュタ
イヤマルク州のブランド生産物で
あり「黒い黄金」とも呼ばれるパン
プキンシードオイル。炒ったカボチ

ャの種から抽出した香ばしいオイ
ルで、サラダやスープ、バニラアイ
スにかけて食べると非常に美味で
す。健康食品としても注目を浴び
ています。

エッゲンベルク宮殿　

ハンス・ウルリッヒ・フォン・エッ
ゲンベルク公が1625年～1635
年にかけて建てた宮殿。当時最新
の宇宙観を導入し、例えば外窓は
365（1年365日）、門は12（1年
12ヶ月）、各階の部屋は31（1ヶ
月31日）あります。豊臣期の大坂
城研究に多大な役割を果たした
日本の屏風絵も必見です。市内か
ら市電1番で約15分。一部冬期
休館。

グラーツの美食イベント

シュタイヤマルク州の肥沃な土壌で育
つ農作物が集まる州都グラーツは、グ
ルメの街として有名です。市庁舎前広
場に巨大なダイニングテーブルが並ぶ
「ロング・テーブル・オブ・グラーツ
（8月）」をはじめ、ロゼワイン祭り（6
月）、フードフェスティバル（6～ 7月）、
トリュフ祭り（10月）などの美食イベン
トが通年開催されています。詳しくは
グラーツ市観光局（Graz Tourismus）
の公式サイトをご覧ください。

グラーツについてオーストリア・ポケットガイド

クンストハウス グラーツ
エッゲンベルク宮殿
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インスブルックの
見どころ
中世の面影をたたえる、
ハプスブルクの古都。
隣接する山々は、夏はハイキング、
冬はウィンタースポーツの聖地。

美しいアルプスの山々に囲まれた、
チロル州の州都。ハプスブルク帝
国時代には「陰の首都」と呼ばれ、
ウィーンに次ぐ中心地として栄え
ました。

黄金の小屋根　

ハプスブルク家の黄金時代を築い
た皇帝マキシミリアン1世が広場
で行われる祭事を見物するため
に建てた後期ゴシック様式の張り
出しテラス。名称は金箔を貼った
2,657枚の瓦に由来します。欄干
は砂岩のレリーフ、壁はフレスコ
画が彩り、内部にはマキシミリアン
1世の博物館があります。
MAP 　P.45  A-1

ホーフブルク王宮　

ハプスブルク家の2つ目の王宮。
ウィーン以外に「ホーフブルク」と
称される唯一の王宮です。ジー
クムント大公が1460年に創建し、
その後マリア・テレジアが改築しま
した。華麗なシャンデリアや天井
画で飾られた大広間が見どころ。
MAP 　P.45  A-1

凱旋門　

1765年、後の皇帝レオポルド2世
とマリア・ルドヴィカの婚礼を記念
して建てられた凱旋門。しかし喜
ばしい祝典の最中、父でありマリ
ア・テレジアの夫である皇帝フラン
ツ・シュテファン・フォン・ロート
リンゲンが急逝。このため凱旋門
の片側には婚礼の場面、もう片側
には皇帝の死を悼む場面が描か
れています。
MAP 　P.45  B-1

宮廷教会　

マキシミリアン1世の像が置かれ
た棺と28体のブロンズ像が圧巻。
デューラーのデザインしたアーサ
ー王の像や、チロルの英雄アンド
レアス・ホーファーの墓も。チロル
民族博物館に隣接。
MAP 　P.45  A-2

ノルトケッテンバーン　

市の北側に聳えるノルトケッテ
（2,300m）に登るケーブルカー。
所要時間は約30分（フンガーブ
ルク駅でロープウェイに乗り換え）。
頂上からはチロルの400以上の
峰と、天気が良ければグロースグ
ロックナーまで眺望できます。モダ
ンな駅舎はザハ・ハディドのデザイ
ンです。

アンブラス城

市の南東にあり、16世紀にチロ
ルの大公フェルディナント2世が
平民出身の愛妻フィリピーネ・ウェ
ルザーのために建てた白亜の城。
併設の博物館ではフェルディナン
ト2世の代から伝わるハプスブル
ク家の美術品を展示しています。
アクセス：サイトシーアバス利用が
便利。

チロルの村々

絵本の世界のような風景がどこま
でも広がるチロル州。インスブル
ックを拠点に、ローカル列車やポ
ストバスを使って、美しい渓谷や愛
らしい村を日帰りで訪れてみまし
ょう。夏のハイキング、冬のスキー
もオススメです。©
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インスブルック
について

オーストリア・ポケットガイド

旧市街と黄金の小屋根

アンブラス城
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旅に役立つ基本情報
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商店の営業時間

商店は一般的に、月曜日から金曜
日は9時～18時（店により8時か
ら）、土曜日は17時まで営業して
います。ウィーンのショッピングセ
ンター等は、平日20時まで開いて
います。業種や季節により営業時
間は変更され、特にリゾート地の
ハイシーズンは時間が延長される
こともあります。日曜日や祝祭日
は基本的に休業しますが、ミュー
ジアムショップ、駅や空港のスーパ
ー、土産店はオープンしています。

オーストリアの免税システム

オーストリアでの買物には付加価
値税 (MwSt.)が含まれていますが、
条件を満たした外国の旅行者に
は、税金を免除する特典がありま
す。通常、商品価格の約13％が払
い戻されます。

オーストリアへのアクセス

飛行機：日本からの直行便は、オ
ーストリア航空とANAが就航し
ています。詳しいスケジュールは
各社のウェブサイトをご覧くださ
い。また、従来の国内線に代わ
り、オーストリア航空とオーストリ
ア連邦鉄道ÖBBが協力して運行
する、環境にやさしい「エアレイル
AIRail」は、インスブルック／ザル
ツブルク／リンツ／グラーツ～ウ
ィーン空港間を結んでいます。ウ
ィーン国際空港シュヴェッヒャート
の他、グラーツ、ザルツブルク、イン
スブルック、リンツ、クラーゲンフル
トの6都市に空港があります。
鉄道：鉄道網は充実しています。
隣接するオーストリア周辺諸国と、

ウィーン及びオーストリア各地を
快適なレイルジェットが結んでい
ます。近年、夜行列車「ナイトジェ
ット」も増えています。
自動車：オーストリアのアウトバー
ン及びその他の高速道路網は極
めて良く整備されており、気ままな
個人旅行には最適の交通手段で
す。高速道路は有料のため、利用
にはヴィニエット（ステッカー）が必
要です。キオスク、ガソリンスタンド
でも購入できます。

オーストリア大使館観光部
公式チャネル

ウェブサイト
austria.info

各地の情報をはじめ、全国の案内、
イベントの紹介や有益なアドバイ
ス、楽しい話題も豊富です。

Facebook
@feelaustriaJP
X
@ANTO_Tokyo

オーストリア関係の楽しい情報や、
オーストリアの美しい写真を発信
しています。

YouTube
www.youtube.com/austria

躍動するオーストリアのハイライト
をビデオでご覧ください。

メールニュース
オーストリアニュース レター

オーストリア大使館観光部では毎
月一回、無料のニュースレターに
て最新の観光トピックや日本にお
けるイベント等の情報を発信して
います。不定期でプレゼントが当
たる抽選もあります。
ご登録は右QRコードか、
以下のウェブサイトで！
https://austria.info/jp/Newsletter

ウィーンの冬の日を楽しむ

ウィーンでは多くの広場でクリス
マス市が開かれる中、市庁舎前広
場で一番賑やかなマーケットとイ
ベントが繰り広げられます。
また、シェーンブルン宮殿やウィー
ンの郊外で開催されるクリスマス
マーケットも趣があります。公園
や庭園、別荘の前などの牧歌的な
場所は、街の中心部から離れてい
ても、冬にはクリスマスらしい雰囲
気を醸し出します。

雪に輝くモーツァルトの街、
ザルツブルク

静かな路地には平和が訪れ、妖精
の光が旧市街を華やかに彩り、レ
ストランやカフェのライトアップさ
れた窓が訪れる人を温かく迎えて
くれます。
ザルツブルクではレジデンツ広場、
ミラベル広場などのクリスマス市
の他、ヘルブルン宮殿のマーケッ
トがロマンチックでオススメです。
ザルツブルク近郊のオーベルンド

ルフはクリスマスキャロル『きよし
この夜』が生まれた村です。聖歌
の誕生した起源がここにあります。
そして平和の歌は世界に広がって
いきました。

アドヴェントの魔法に
包まれたグラーツ

クリスマス時期のグラーツの雰囲
気は、旧市街の豪華な装飾を施し
た様々な通りによく表れています。
最も有名なヘレンガッセ通りでは、
イルミネーションで飾られたクリ
スマスツリーが逆さに吊るされて
いて、人目を引くクリスマスの風物
詩となっています。お店からはシナ
モンやバニラ、ローストアーモン
ドなどのクリスマスの香りが漂い、
周囲の屋根には雪がそっと降り積
もっています。一年で最も静かな
時期にしか存在しない魔法がこの
街を包み込んでいるのです。
また、市庁舎に映し出されるアド
ヴェントカレンダーと広場のクリ
スマスツリーもステキです。

アドヴェント（待降節）はクリスマス前の4週間の期間のことで、オース
トリアでは1年で最も平和な時期としても知られています。クッキーを
焼いたり、クリスマスのデコレーションを楽しんだり、アドヴェントの歌
を合唱したりと、クリスマスまでの数週間、家族で愛すべき伝統を共有
し、昔ながらの風習が守られている時期です。

オーストリアのクリスマス インフォメーション

グラーツのクリスマスマーケット



オーストリア大使館観光部

オーストリアの
持続可能な休暇のスタイル
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サステナブル・ツーリズム（持続可
能な観光）が提唱される現在、観
光の大衆化による環境や文化へ
の負荷、過度な商業化を避けて観
光地本来の姿を求めていこうとす
る考え方が進んでいます。

オーストリアは世界で最も成功し
ている観光地の一つです。このオ
ーストリアで過ごす「持続可能な
休暇」とは、一体どんな意味なの
でしょうか？ それは、貴重な資源
を大切に利用し、オーストリアの

ずば抜けて質の高い生活を次世
代も体験できるように配慮して自
然を楽しむことといえます。

オーストリアの国立公園で生態学
的な多様性を知ったり、エコホテ
ルに宿泊したり、CO2を排出しな
い交通手段で移動したり、ビオレ
ストランでオーガニック料理を味
わうなどして、オーストリア式のサ
ステナブル・ツーリズムを体験して
みてはいかがでしょうか。

ヴァイセンゼー湖畔


